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中央通り、心斎橋商店街入口西側付近
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茨
木
市
の

七
〇
年

茨
木
市
は
平
成
30
年
1
月
1
日
、

市
制
施
行
70
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

市
制
を
施
行
し
て
70
年
の
節
目
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
先
人
が
築
き
、
今
日
の
姿

へ
と
発
展
し
て
き
た
「
ふ
る
さ
と
茨
木
」

を
知
り
、
感
じ
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ま
ち
へ
の
「
誇
り
と
愛
着
」
を
高
め

る
と
と
も
に
70
周
年
の
意
義
と
喜
び
を
市

民
の
皆
さ
ま
と
分
か
ち
あ
う
こ
と
、
さ
ら

に
は
、
多
く
の
人
が
本
市
の
魅
力
を
知
り
、

興
味
を
持
つ
こ
と
で
、
わ
が
ま
ち
茨
木
の

「
確
か
な
未
来
」
を
目
指
し
ま
す
。
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内
容
は
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



昭和23 年の市制施行から70年――。
ふるさと〝茨木市〟を、４００点もの貴重な写真、
懐かしい写真で振り返る珠玉の一冊。

わかりやすい解説や
身近な話題が満載！

ご家族、ご近所、ご友人、
みなさまで楽しめる！

胸が熱くなる思い出の
情景がよみがえる！

「
市
制
70
周
年
」
を

記
念
し
た

決
定
版
写
真
集
、

今
夏
待
望
の
発
刊
！！

阪急茨木市駅駅前風景　線路西側。写真左端に駅舎の屋根がのぞい
ている。大阪万博に合わせた大規模再開発の、少し前の駅前の姿。
中央左奥に茨木別院の大屋根が見えている。〈永代町・昭和 43年〉

▲玉櫛小学校、修学旅行に出発　バ
スで修学旅行に向かう児童たちを、
保護者がお見送り。写真右側には和
服やスーツ姿が多い。左側は草の生
えた斜面になっており、元茨木川堤
防と思われる。〈水尾・昭和 41年〉

◀茨木幼稚園の運動会　お母さん方が
輪になってダンス。服装のデザインに
戦後が感じられる。奥には昭和 24 年
に廃川となった茨木川の堤防がそびえ、
草に覆われている。〈片桐町・昭和29年〉

◀国鉄茨木駅駅前をパレード　
左奥に旧駅舎。玉島小学校の児
童たちが「児童愛護旗伝達」の
鼓笛パレード。登下校の際に使
われる鳥のマークの黄色い旗
は、昭和 35 年、大阪府により
制定された。〈駅前・昭和 37年〉

◀茨木辯天（冥應寺）に美空ひばりが来演　「辯天さん」
の名で親しまれる冥應寺は、この年落慶した。落慶大
祭典には美空ひばりも出演。人々が陽射しをよけるた
め、頬被りして集まる。〈西穂積町・昭和 39年〉

▲茨木公園の子どもたち　現在
の中央公園南端付近。写真左奥
にこの年竣工したばかりの市庁
舎が写る。茨木市はこの2年前、
昭和 23 年に市制を施行した。
〈駅前・昭和 25年〉

▶阿為神社の春祭り　5月 7日と
8 日に行われていた、同社の例大
祭（現在は5月3～4日）。安威村
内を巡った神輿が、神社鳥居に
さしかかる。前を行く羽織袴の男
性たちは山高帽をかぶっている。
〈安威・昭和 7年〉


